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【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/3233   (2016.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/14     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/3233   　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２４Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｋ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ａ
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３３８　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３６５　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ   27/32     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ   33/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月10日(2020.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動トランジスタと、第１のスイッチと、第２のスイッチと、容量素子と、発光素子と
、を有し、
　前記発光素子は、前記駆動トランジスタを介して、第１の配線と電気的に接続され、
　前記駆動トランジスタのゲートは、第１のスイッチを介して、前記駆動トランジスタの
ソース及びドレインの一方と電気的に接続され、
　前記駆動トランジスタのソース及びドレインの一方は、前記第２のスイッチを介して、
第２の配線と電気的に接続され、
　前記駆動トランジスタのゲートは、前記容量素子の第１の端子と電気的に接続され、
　前記容量素子の第２の端子は、第３の配線と電気的に接続されている、表示装置。
【請求項２】
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　第１乃至第３のトランジスタと、容量素子と、発光素子と、を有し、
　前記発光素子は、前記第３のトランジスタを介して、第１の配線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲートは、第１のトランジスタを介して、前記第３のトラン
ジスタのソース及びドレインの一方と電気的に接続され、
　前記第３トランジスタのソース及びドレインの一方は、前記第２のトランジスタを介し
て、第２の配線と電気的に接続され、
　前記第３トランジスタのゲートは、前記容量素子の第１の端子と電気的に接続され、
　前記容量素子の第２の端子は、第３の配線と電気的に接続されている、表示装置。
【請求項３】
　請求項３において、
　前記のトランジスタのゲートは、第４の配線と電気的に接続され、
　前記のトランジスタのゲートは、第５の配線と電気的に接続されている、表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一において、
　前記素子の一方の電極と、前記トランジスタのゲート電極とは、同じ絶縁膜上に設けら
れている、表示装置。
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